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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
テストの測定精度を落とさず短時間で実施したいという要求が存在する．これに応えうる


























た LRT に基づく CAT をモンテカルロシミュレーションによって評価した．使用したアイテム
バンクのサイズは 150，50，40，30，20，10 アイテムの 6 種類，アイテムの特性は，理想的
な特性を持つアイテムバンクと実際に使われているテストで作ったアイテムバンク 2 種類，
ランク数は 2 から 5 の 4 種類，合計 48種類を使って評価した．理想的な特性のアイテムバ
ンクを使った場合，推定誤差率が 150 アイテム・ランク数 5 で 6.5% ，50 アイテム・ランク





< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 








 通常コンピュータ版テスト(Computer-based Testing, CBT)においてテスト項目のパラメ
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ータおよび被験者の能力のパラメータは項目反応理論(Item Response Model, IRT)モデルを
用いて推定する．本研究ではその IRT の代わりに潜在ランク理論(Latent Rank Theory, LRT)
モデルを基に CBT の進化型である CAT のシステムを構築することをその骨子としている. 
 テストデータ分析における LRT の応用は Shojima(2007)によって初めて行われた．この LRT










 秋山の本博士論文の教育工学、および心理測定学の貢献は、LRT を CAT に応用し実際運営
できるテスティングシステムを初めて構築した事であり、そのためにそのシステムを構成し
ている要素のひとつひとつに基礎研究に裏付けられた方法を提案し、その効果をシミュレー
ション実験で確かめた事である．この研究を基に IRT-CAT との比較ではなく、LRT-CAT の独
自の教育評価法への貢献について更なる研究を続けてほしいという要望を村木からなされ
て秋山氏の博士論文審査会での口頭試問は終了した． 
 論文審査会における口頭発表および論文の内容に関して、秋山實氏が退席の後、審査委員
３名によってその合否を審議した．審議の結果、秋山實の博士論文は合格のレベルに達して
いるという合意がなされた．よって、本論文は博士（教育情報学）の学位論文として合格と
認める。 
  
